「そうです、 そうです。 九 蔵の 宗 吾が 評判が いいので 

見に 行き ましたよ。 九 蔵の 宗 吾と 光 然、 訥 子の 甚兵衛 

まぼろし しかく かやく 

と 幻 長吉、 みんな 好う ござんし たよ。 芝 鶴が 加役で 

宗 吾の 女房 を 勤めて いました が、 これ も 案外の 出来で、 

なるほど 達者な 役者 だと 思いました。 中幕に 嵯峨ゃ 御 

室の 浄瑠璃が ありまし たが、 九 蔵の 光国 はほんのお 附 

たき やしゃ 

き 合 いとい う 料簡で 出て い る。 多 賀之丞 の 滝 夜叉 は不 

出来、 これ は 散散で したよ。 なにしろ 光国が 肝腎の 物 

語り をし ないで、 喜 猿の 鷲 沼太郎 とかいう のが 名代，" 

を 勤める という 始末です から、 まじめに 見て はいられ 

ません」 



お 話の 判り 易い ように、 ここで 少し 戸籍調べ を 致し 

て 置きます が、 金 右衛門 も 為吉 も 土地で は 相当の 農家 

で、 金 右衛門 は 三十 八、 娘のお さん は 十六、 為吉 は 二 

十一 で、 妹のお 種 は 十七、 双方 は 何 かの 遠縁に あたつ 

ていて、 来年 はおさん を 為吉の 嫁に やる という 約束 も 

出来て いたので すから、 云わば 一家 も 同然の 間柄で、 

金 右衛門が 自分の 親類 をたず ねる と 云えば、 為吉 

きょうだ い 

兄妹 も 付いて行く という 事に なった のです。 

金 右衛門の 一 行 四 人 は 先ず 四 谷 塩 町 の 親類 をたず 

ひるめし 

ねて、 ここで 午 飯 を 馳走な どに なって、 それから 千駄ケ 

たにまち 

谷 谷 町に 住んで いる 親類 をたず ねる ことにな リ ました _ 



その 親類 もや はリ 下総屋 といって、 米屋 をして いるの 

かちある 

です。 その 頃 は 何処へ 行く も 徒歩き ですから 埒は 明き 

ません。 おまけに 江戸の 勝手 をよ く 知らない 人た ちが 

はかど 

道 を 訊きながら 歩く のです から、 いよい ょ涉 取らない。 

その 日の 八ッ半 (午後 三時) 頃に 青山 六道の 辻に さし 

かかりました。 

六道の 辻 なぞと 云う と、 なんだか 幽霊で も 出そう な、 

凄い 所の ように も 思われ ますが、 道の 都合で 四 辻が 二 

つ ある。 それが 続いて いるので、 東から 来る 道が ふた 

筋、 西から 来る 道が ふた 筋、 それに 南北の 大通り を 加 

える と、 道が 六 筋になる 勘定で、 誰が 云い 出した のか 



「おのれ 盗賊、 見付けた ぞ」 

見付けられた 若党 もお どろいた 様子で、 なに か 返答 

をした ようで したが、 それ はよ く 聞こえませんでした _ 

一方の 浪人 は 腰刀 をぬ いて 飛び かかる。 若党 はいよ い 

よ 慌てて 逃げ かかる。 そのうし ろから 右の 肩先へ 斬リ 

つける。 倒れる ところ を 又 斬る という 騒ぎ。 斬られた 

若党 は その 場で 息が 絶えて しま いました。 

金 右衛門の 一行 は 丁度 そこへ 通り合わせて、 自分た 

ちの 眼の 前で この 活劇が 突然に 始まった のです から、 

きのう 見物した 中 村 座の 芝居 どころではない、 四 人 は 

ちがた な 

蒼くな つて 立ちす くんで いると、 浪人 は 血 刀 を 鞘に 納 



ける なぞと いう 事が ある 害が ございません」 

「そこで、 お前さん はどう 思う ね」 と、 半 七 は 探る よ 

、フこ Irt ヽ 」 こ。 

ュ 一 f 言 レ / 

「それです から、 何が何だか 一 向に 見当が 付きません」 

と、 茂 兵 衛は眉 をよ せた。 

「じゃあ、 その 金 右衛門に 逢わせて 貰おう」 

店の 次に 茶の間が あって、 そこから 縁側 伝いで 六 畳 

の 奥座敷へ 通うよう になって いる。 そこへ 案内され て、 

半 七 は 怪我人の 枕 もとに 坐った。 

金 右衛門 は 見る からに 頑丈そう な 男で、 傷が 案外に 

浅かった 為で もあろう、 顔の 色 は 蒼 ざめ ている が、 気 



「そうです。 お 種と いう 女です。 きのうの 夕方、 と 

せんとう 

云っても まだ 七ッ半 (午後 五 時) 頃、 近所の 銭湯へ 行つ 

たが、 その 帰りに 姿が 見え なくなつ たと 云う のです。 

はな うち 

湯屋 は 一 町 ほど 距れ ている 山の 湯と いう 家で、 番台の 

かみさんの 話で は 確かに 帰って 行った と 云う のです が、 

それぎ り 米屋へ は 帰らない。 そこで 又、 大騒ぎに なつ 

ている のです」 

「仕様が ねえな」 と、 半 七 は 舌打ちした。 「土地 馴れね 

え 者が 独りで 出歩く からい けね え。 だが、 庄太。 同じ 

こと を 二度す る もの じゃあね えな。 自然に 人に 感付か 

れ るよう になる」 



た。 

「ゆうべ の 何 どき だね」 

「まだ 五ッ (午後 八 時) を 少し 過ぎた 頃 だそう です が、 

ここら は 何分に も 寂し ゆう ござ いますので …… 」 

「いくら 日が 詰ま つ て も、 幽霊の 出よう がち つ と 早い 

ね」 と、 半 七 は 笑った。 「その 屋敷 はよ つぼ ど 前から 空 

いている のかね」 

「もう 三年ぐ らいに なりましょう」 

「屋敷の なか は 荒れて いるだろう」 

「ええ、 もう、 荒れ放題で、 家 は 毀れ る。 庭に は 草が 

蓬々 と 生えて いる。 あんな 無気味な 屋敷 は 早く 立ち 腐 



ほこりに 埋められ ている。 その ほこりに 幾つ もの 足跡 

が 乱れて 残って いるの を 透かして 視 ると、 それ は 男と 

女の 足跡で あるら しかった。 何者かが 忍んで いるか も 

知れない と、 用心しながら 奥へ 入り込ん だが、 ただ 一 

あきや 

度、 大きい 鼠に 驚かされた だけで、 鎮まり 返った 空 家 

のうちに は 人の 気配 もなかった。 

ま 

奥に は 茶の間ら しい 六 畳の 間が ある。 つづいて 八 畳 

ぶす ま 

の 座敷で ある。 茶の間へ はいって、 押入れの 破れ 襖 

まこ J 

を あける と、 押入れの なか も 埃 だらけに なって いたが、 

下の 板の間に は 隅々 だけ を 残して、 他に 埃の あとが 見 

えない。 誰かが 掃き出し たので はなく、 そこに 人間が 



無しに、 自然に 崩れ落ちた 穴の ような ものが ある。 暗 

がりで 組 打ちの 二人 は、 足 を すべらせて 二、 三尺の 穴 

に 落ちた。 

五 

「取り 押さえました か」 と、 私 は 中途から 口 を いれた _ 

それ を 話す 半 七 老人が 眼の 前にい る 以上、 仕損じの 無 

かった こと は 知れて いるので あるが、 それでも 人情、 

なんだか 一 種の 不安 を 感じた からであった。 

「捕り 損じち や あ 事 こわしです」 と、 半 七 老人 は 笑つ 



これに は武助 もお どろいた が、 表向きに 訴える こと 

も 出来ません。 なにしろ 江戸へ 出る 約束に なって いた 

のです から、 郡 兵 衛も大 かた 江戸へ 行ったろう という 

想像で、 武助は その あと を 追って 江戸へ 出て 来ました 

が、 一万 石の 故郷と は 違って 江戸 は 広い。 いかに 根よ 

く 探し 歩いた ところで、 容易に 知れる 害はありません _ 

そのうちに 懐中 は 乏しくなる。 根が 悪い 奴です から、 

ゆすり 

お定まりの 浪人 ごろつき とな つ て、 強請 や 追 剝ぎを 商 

売に する ようにな りました。 

そうして いるう ちに、 国 を 出てから 足 かけ 五 年 目、 

測らず も 青山 六道の 辻で、 かたきの 森 山 郡兵衛 にめ ぐ 



「こんな 奴ら ですから、 慾 心 も 無論に 手伝って いたで 

しょうが、 これ こそ 本当の かたき 討ちの つもり なんで 

すよ」 

「これ も かたき 討ちです か」 と、 私 はすこし 意外に 感 

じた。 

「まあ、 かたき 討ちです ね。 さっき もお 話し 申した 通 

り、 八 年 前に 金 右衛門 は 江戸 見物に 出て 来た ことがあ 

リ ます。 そのころ 茂 兵 衛は深 川に 住んで いて、 やはり 

米屋 をして いました。 金 右衛門 は 一人で 出て 来たので、 

馬 喰 町に 宿 を 取らず、 茂 兵衛の 家に 小 半月 ほど も 泊 

まって、 ゆっくり 江 一 LL 見物 をして 帰り ましたが、 ここ 
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